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－第６章 環境行動－ 

第１節 率先実行計画とＩＳＯ14001 

１ 率先実行計画 

(1) 率先実行計画の概要 

本市では，平成11年２月に策定した環境基本計画に基づき，一事業者・一消費者としての立場から，

市内の事業者に率先して環境の負荷を低減するため，12 年３月に高松市役所における環境行動率先実

行計画を策定し，併せて，「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づく温室効果ガス排出の抑制

等のための措置に関する計画にも位置付け，環境に配慮した行動や温室効果ガス排出量の削減に努め

てきました。 

しかし，近年，循環型社会へ向けた各種リサイクル関係法等の整備とともに，地球温暖化防止やエ

ネルギー問題への積極的な取組みなど，環境行政を取り巻く状況は大きく変化しており，合併により

拡大した市域を対象とした環境施策の展開が必要となっています。 

このことから，20 年６月に同計画を改定し，新たな数値目標を掲げ，市役所自ら環境への負荷の低

減をより一層推進しています。 

ア 計画期間  平成20年度～平成27年度 

イ 適用範囲  市のすべての事務事業，出先機関等を含めた全ての組織･施設 

ウ 数値目標 

項   目 
基 準 値 目 標 値 

（基準年度：H18） （目標年度：H27） 

(ｱ) エネルギー消費に係わる二 

酸化炭素排出量の減 

（施設床面積１㎡当り） 

49.76kg-CO2/㎡ 
46.78kg-CO2/㎡ 

（６％削減） 

(ｲ) 用紙類使用量の削減 

（Ａ４判換算） 
63,488,175枚 

59,679,000枚 

（６％削減） 

(ｳ) 上水道使用量の削減 

（施設床面積１㎡当たり） 
1.12㎥/㎡ 

1.05㎥/㎡ 

（６％削減） 

(ｴ) 温室効果ガス排出量の削減 110,357,130kg-CO2 
98,986,000kg-CO2 
（10％削減） 

エ 取組内容   

【環境負荷の軽減，温室効果ガスの排出抑制への取組】 

(ｱ) 電気や燃料等の省エネルギー対策 

(ｲ) ごみの再資源化や水・用紙類などの省資源対策 

(ｳ) 施設等の維持・管理の環境負荷削減対策 

【環境保全に配慮した取組】 

(ｱ) 環境に配慮した建設工事関連対策 

(ｲ) 職員の環境意識向上対策 

(ｳ) 環境にやさしい製品の積極的な購入などのグリーン購入対策など 
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(2) 平成19年度の運用状況 

項   目 内   容 H18 H19 H18/H19 

二酸化炭素排

出量 

エネルギー消費に係わる

施設床面積１㎡当たりの

ＣＯ２排出量 

49.76 kg-CO2/㎡ 49.48 kg-CO2/㎡ 

 

△0.6％ 

用紙類使用量 コピー用紙等使用量 
63,488,175 枚 

(A４判換算) 

62,485,052 枚 

(A４判換算) 

 

△1.6％ 

上水道使用量 
施設床面積１㎡当たりの

上水道使用量 
1.12 ｍ３/㎡ 1.04 ｍ３/㎡ 

 

△7.1％ 

 

項   目 目   標 発注工事件数 環境配慮工事件数 

建設工事関連対策 

公共施設の整備に当たっては，建設工

事関連対策チェックシートにより，計

画段階から環境に配慮した。 

486 344 

(3) 温室効果ガス総排出量の状況 

「高松市役所における環境行動率先実行計画」は，「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づ

く，本市の事務事業実施に伴い排出される温室効果ガスの排出抑制等のための実行計画としても位置

付け，地球温暖化対策にも併せて取り組んでいます。 

なお，平成19年度の総排出量は次のとおりです。 

項   目 内   容 H18 H19 H18/H19 

温室効果ガ 

ス総排出量 
換算二酸化炭素排出量 110,357,130 kg-CO2 109,585,479 kg-CO2 

 

△0.7％ 

 

２ ＩＳＯ14001 

(1) ＩＳＯ14001とは 

ＩＳＯは，国際標準化機構の略称で，1947年２月に設立されたＮＧＯ（非政府組織）で，フィルム

感度やネジ，非常口の表示などの製品の規格および品質管理に関するＩＳＯ9000シリーズ，環境管理

に関するＩＳＯ14000シリーズのシステムの規格の制定と普及を目的としています。 

ＩＳＯ14001は，環境ＩＳＯとも言われ，環境保全のための環境マネジメントシステムの国際標準規

格で，組織の最高経営層が制定した環境方針に基づき，環境の負荷を軽減するための取組を，組織の

全員が参加して，それぞれの役割や責任の中で実行していくもので，「計画→実施→点検→見直し」

のサイクルを繰り返していくことで，継続的な改善を図っていくものです。 

(2) 認証取得と適用範囲 

高松市では，市役所自らが率先して環境に配慮した行政を推進し，「土と水と緑を大切にする環境

共生都市 たかまつ」を実現するため，平成13年９月７日に，香川県内の自治体で初めて，環境マネ

ジメントシステムの国際標準規格であるＩＳＯ14001の認証を取得し，現在，本庁舎と出先施設の一部

の23施設を適用範囲として環境に配慮した取組を進めています。 

(3) 高松市の環境方針 

環境方針は，環境マネジメントシステムを運営していく上での，組織の基本的な姿勢を表明するも

のです。 

環境に配慮した持続可能な社会に向けた施策を推進し，生活者の視点に立ったまちづくりに取り組
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む決意等を表明するため，環境方針を見直し，国の環境の日の６月５日に併せて，平成19年度に新し

い環境方針を定めました。 

 

高 松 市 環 境 方 針 

１ 基本理念 

  高松市は，北は多島美を世界に誇る瀬戸内海，南は緩やかな勾配をたどりながら讃

岐山脈に連なり，田園を基調とした讃岐平野に丘陵と河川，さらに多くのため池をア

クセントとして持つ多様な自然に恵まれています。 

多くの先人たちによって守り継がれてきたこの恵み豊かな自然環境を，より良好な

状況で，将来の世代に引き継いでいくことは私たちの責務であり，そのためには，市

民，事業者，行政の協働の下，環境に配慮した持続可能な社会に向けた施策を推進

し，生活者の視点に立った，人と環境にやさしいまちづくりを推進していかなければ

なりません。 

このことから，行政自らが率先して環境に配慮した行動を推進し，本市の望ましい

環境像である「土と水と緑を大切にする環境共生都市 たかまつ」の実現を目指しま

す。 

２ 基本方針 

(1) 高松市環境基本計画に基づき，環境の保全と創造のための各種施策を積極的に推

進し，人と環境にやさしいまち・高松をつくります。 

(2) 環境への負荷の尐ない循環型社会の構築に向け，省資源・省エネルギーや廃棄物

の減量，再資源化に努めます。 

(3) 環境マネジメントシステムを継続的に運用・改善するため，組織の運営体制を整

備するとともに，役割と責任の所在の明確化を図ります。 

(4) 環境関連法令，条例，協定等を遵守し，環境汚染の予防に努めます。 

(5) 環境目的及び環境目標を設定し，定期的に見直し，継続的な改善を図ります。 

(6) 全職員が環境方針を理解し，環境方針に沿った環境に配慮した行動が実施できる

よう研修を行います。 

(7) 環境方針及び環境マネジメントシステムに基づく実践活動の結果を公表します。 

 

平成19年６月５日 

                            
 

(4) 目的・目標 

環境マネジメントシステムでは，できるだけ数値化した目的・目標を設定し，その達成状況を 

チェックしながら，継続的な取組を進めます。 

平成19年度，本市では，70項目の目標を設定し，その内59項目で目標を達成しました。 

なお，19年度目標の達成状況は次のとおりです。 

平成19年度 環境目標達成状況      (単位:項目） 

項   目 目 標 数 達  成 未 達 成 

有 害 な 環 境 影 響 20  16  ４  

環境基本計画等の施策・事業 50 43 ７  

合   計 70 59  11  
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(5) 環境マネジメントシステムの運用状況の公表 

環境マネジメントシステムに基づく環境保全活動の結果については，毎年度終了後，市の広報紙等

で公表することとしており，平成19年度の運用状況は市広報紙（広報たかまつ）やインターネット

（高松市ホームページ）で公表したほか，報道機関等にも情報を提供しました。 

(6) 事業所のＩＳＯ14001認証取得の支援 

本市の認証取得に際して得られたノウハウを活かし，ＩＳＯ14001 認証取得支援ガイドブックを作

成し，ホームページへの掲載等を行っています。 

(7) 高松市家庭版環境ＩＳＯ認定制度の推進 

各家庭における日々の生活の中でできる省資源・省エネルギー・リサイクルなど，市民が「環境に

やさしい生活」に簡単に取り組めるよう，ＩＳＯ14001 の仕組に基づいた「家庭版環境ＩＳＯ認定制

度」を平成15年度に創設し，推進しています。 

なお，19年度末までの累計件数は285件です。 

 

  第２節 環境教育 

 

１ 学校教育 

(1) 概要 

高松市教育委員会は，市内の小・中学校において環境教育を推進するため「指導の重点」としてと

りあげ，環境教育の指導を行っています。具体的な指導項目については，以下の３点です。 

ア 身近な環境に積極的に働きかけ，生命を慈しむ心を育てる。 

イ 発達段階や学年に応じて，環境に働きかける実践的な態度を育てる。 

ウ 家庭や地域の中で，リサイクル活動，環境浄化など，生活に根ざした自然保護や環境保全の活動

への積極的な参加を促す。 

(2) 高松市子ども環境学習交流会の開催 

地域や学校の実態や自然環境，社会環境に応じて行われている様々な環境学習の活動について，子

どもたちが意見交換をしたり，環境保全にかかわる体験をしたりして，環境に対する意識を一層高め，

環境教育の推進を図っています。環境学習交流会では年々，各校の取組発表の内容が充実してきてお

り，環境教育の充実がうかがえます。 

平成18年度から，市町合併に伴い学校数が増加したこともあり，高松市立の小・中学校を２班に分

けて隔年での参加としました。そして，20年度は，昨年度に参加していない学校を対象に，７月24日

（木），７月31日（木）に南部クリーンセンターにて開催いたしました。２日間で，187名の児童生徒，

44名の教員，43名の保護者が参加しました。 

(3) 小学校社会科副読本の発行 

学校教育を通してごみ処理に対する理解と正しい知識を学んでもらうことを目的に，副読本「きれ

いな高松に・くらしとごみ」を小学校社会科研究会所属の先生方の編集により毎年度発行し，小学校

４年生の社会科の補助教材として活用しています。 

(4) 水源教育の推進 

中学生を対象とした「香川用水の水源巡りの旅」を実施し，香川用水および水資源に対する認識を

深めています。20年度は，４月から７月にかけて18校（参加生徒数 2,953名）が参加し，池田ダム，

香川用水記念公園，東西分水工，早明浦ダムを見学しました。 
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水源巡りの旅の後，水についてグループ別に調べ，発表会を実施するなど，総合的な学習の時間を

有効に活用し，体験と調べ学習，啓発活動を一体化した環境学習を展開する学校が増えてきています。 

(5) 各学校における取組 

ア 香南中学校の取組 

香南中学校では，第１学年の環境学習の導入として，４月に「香川用水の水源巡りの旅」に参加

し，早明浦ダムや香川用水記念公園を見学して，香川県の水事情について学習しました。その後，

現在どのような環境問題が起きているかを把握するために，新聞や雑誌・インターネット等から記

事を集めて再構成する「環境新聞作り」を実施しました。さらに，環境問題を「大気」「水」「ご

み」の３つのコースに大別し，12 のグループに分かれて，校外における体験学習を進めました。

夏休みには，代表の生徒が「高松市子ども環境交流会」に参加して取組を発表し，10 月の校内文

化祭では，保護者や地域の方々に学習のまとめを発表しました。             

また，日常活動として，生徒会を中心に様々な環境ボランティアにも取り組んでいます。 

《校外における体験学習》 

        ○「大気」コース   

ヒートアイランド現象について考えるグループでは，町内各所における気温測定や打ち水実験

などを行い，そのメカニズムや解決方法について学習しました。主に自動車の排気ガスによる大

気汚染について考えるグループでは，町内の主な道路における自動車の車種別通行台数調査や，

排気ガスの成分調査などを通して，大気汚染による酸性雨や地球温暖化対策について学習しまし

た。 

    ○「水」コース 

      河川の水質について考えるグループでは，町内の３つの河川での 

水質・水生生物調査やごみの投棄状況の調査などを通して，河川と 

のかかわり方について学習しました。また，渇水について考えるグ 

ループでは，高松市の干ばつの歴史調べや市水道局の職員の方への 

インタビューなどを通して， 水の大切さについて学習しました。   （排気ガスの検査） 

    ○「ごみ」コース 

      ごみ問題について考えるグループでは，町内のごみ拾いを実施し， 

ごみマップを作成しました。また，南部クリーンセンターにおいて， 

ごみの収集や分別・処理方法やリサイクル体験などを通して，快適 

な生活環境作りについて学習しました。                                                                   

                                                (文化祭での発表会) 

この学習を通して，「環境改善への取組は，自治体や企業レベルでは具体的になってきている

が，家庭や個人レベルになると，問題意識も希薄になりがちである。」という現状を知りました。

また，一人ひとりの環境改善への具体的な行動こそが急務であることを知ることができ，今後の

環境学習へつなげることができました。 
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《生徒会での取組》 

      ○ごっくりん運動 

毎月５
ご

のつく日（５日・15 日・25 日）に地域の清掃活動（クリーン活動）を実施し，朝７時

30分から20分間，生徒会の呼びかけで学校近くの公園の清掃を中心に行っています。     

○プルタブ・アルミ缶回収活動 

７年前から，福祉施設に車いすを送ることを目標に，プルタブ・アルミ缶の回収活動を始めま

した。校区内の商店や公共の施設に回収箱を設置するなど，地域にも協力を呼びかけて，毎週金

曜日に回収しています。現在までに 550 ㎏回収できました。もう尐しで目標（800 ㎏）達成です。 

イ 二番丁小学校の取組 

二番丁小学校では，ボランティア委員会（ボランティアGO）を中心に，毎週アルミ缶や牛乳パッ

クなどの資源ごみの回収を行っています。また，花いっぱいの活動など，継続した活動を日頃から

全校生で行っています。さらに，５年生では，総合的な学習の時間に環境について学習し，学んだ

ことを地域の方にも紹介して，学校，家庭，地域が一つとなって環境問題について取り組んでいま

す。 

《ボランティアGO委員会の取組》 

      毎週木曜日の朝，ボランティア GO 委員会がアルミ缶・牛乳パックの回収を行っています。本

年度からは，外国の子どもたちへのワクチンになることから，ペットボトルキャップの回収も

行っています。回収日の前日には全校生に呼びかけたり，ポイント 

カードを発行したりしています。また，給食放送の時間を利用して， 

各学級で持ってきた人を称えています。資源ごみの回収を続けるこ 

とで，年度末には，車いすなどの福祉用具を，福祉センターや高松 

市立図書館，JR高松駅等に寄贈しています。 

                                    （全校生でのアルミ缶回収） 

《花いっぱいの学校づくり》                       

      正門の花時計は，二番丁小学校の自慢の一つでした。新設統合第 

二小学校（仮称）建設工事のため取り除かれてしまいましたが，今 

も校庭には多くの花が咲いています。栽培委員会（のびのびフラワ 

ーズ）を中心に，毎週金曜日の「みどりの時間」には，全校生が花 

の世話をしています。鉢の植え替え，水やり，草抜き，観察と一人 

一人が自分の花と向き合いながら，植物の大切さを学んでいます。  （正門前の花時計） 

植物は，温暖化の原因となる CO2 を吸収してくれるので，この活動を通して，学校を美しくす

るだけでなく，地域から出た CO2 も吸収し，きれいな空気の中で気持ちよく学校生活が送れてい

ます。 

《サンポートを中心とした環境学習》 

      ５年生は，総合的な学習の時間に「環境」をテーマとして学習し 

ています。５月の校外学習では，サンポート高松にある四国電力の 

地域熱供給センターと朝日町の香川県環境保健研究センターを見学 

して，様々な環境問題やそれに対する取組を身近な地域から学ぶこ （環境保全センターの見学） 

とができました。今は，学校の土や地域の空気，川や海の水の調査をしています。今後は，自分

たちにできることを考え，実践し，地域へも呼びかけていこうと考えています。 
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環境に優しい取組を行うことは簡単ではありません。しかし，友だち 

と共に学び，地域の方と協力することで続けられているのです。こつこ 

つと取り組んだことが喜んでもらえた時，もっとがんばろうという気持 

ちになります。これらの取組の成果は，二番丁小学校の自慢であり，先 

輩から後輩へと受け継ぐ活動の一つです。 

                                  （あったかハート贈呈式） 

(6) 牛乳パックリサイクル活動 

環境教育，省資源教育の一環として，平成５年度から始まり，20年度は10校で実践しています。各 

学校に回収ボックスを設置し，児童会や委員会等の児童が全校生に呼びかけて牛乳パックを回収し，

再生されたトイレットペッパーが各校に配布されています。この活動を通して，リサイクルの意義を

理解し，資源を大切にし，資源を有効利用する態度が育成されています。 

(7) チャレンジ！グリーン活動 

   香川県教育委員会が実施している「チャレンジ！グリーン活動」に参加し，資源の有効活用等に積 

極的に取り組む教育活動の推進を通して，よりよい環境づくりや環境の保全に配慮した望ましい行動 

がとれる児童生徒の育成のために，平成14年度から行われています。 

 19年度は13校の推進グループが参加して，自主的に活動内容を考え，栽培，緑化運動，牛乳パック，

プルタブ・アルミ缶の回収活動，地域清掃等の活動に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 148 - 

２ 社会教育 

(1) 高松エコマイスター会議 

私たちを取り巻く様々な環境問題を解決していくためには，市と市民・事業者のパートナーシップ

を築いていくことが不可欠です。 

こうしたことから，そのパートナーシップを築いていくための一つの手段として，平成11年度から

の２年間，市民の自発的な環境行動を支援するリーダーとしての役割を担うエコマイスターの養成事

業を行いました。 

13年４月，この養成講座の修了者が活動の輪を広げるため，自主的に集まり，高松エコマイス

ター会議を結成しました。 

この事業活動の一環として，親子自然体験プログラム「エコマイスター自然学校」を開催しており，

市民の自発的環境行動への支援事業を展開しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「干潟で感動体験！エコマイスター自然学校２００８」 

開催日 ：平成20年７月27日（日） 

               開催場所：春日川河口 

               参加者 ：親子15組36人 

 

(2) 子ども農園事業の実施 

子どもたちに，農作業を通じて自然にふれあえる機会を提供し，農作物を育てる喜びと，勤労の尊

さを体験させる場として子ども農園事業を実施し，健康で情操豊かな子どもの育成を図っています。 

平成19年度 12農園  8,050㎡ 

(3) 早明浦湖水祭四国の子ども交歓会 

本市と高知県嶺北地域の子どもが，早明浦ダム湖畔などで交流活動を行い，水の大切さや有効利用

を学ぶとともに，自然の中で友情を深め，健康で明るい子どもの育成を図っています。 

平成20年度 

実 施 日    ８月21日および22日の２日間 

実施場所  高知県土佐郡土佐町，長岡郡本山町，大豊町 

高松からの参加者  親子20人 
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 (4) 市民文化センターの昆虫展示室 

市民文化センター内の昆虫展示室（床面積約 170 ㎡）では，県内を中心に世界の有名な昆虫の標本

3,770 個体，約 800 種（128 箱）を集め，「ふるさとの昆虫」，「昆虫の生態と分類」，「昆虫と文

化」，「カブトムシの巨大模型」，「昼と夜の樹木に集まる昆虫」の５つのコーナーを設けて展示し

ています。 

子どもたちが，自然に親しみながら昆虫の種類や名前，生態を楽しんで学習できるよう各

コーナーごとに環境写真や分布図・解説文を添えたユニークな展示方法をとっています。それは博物

館などが専門的な視点で展示しているのと異なり，市民文化センターの昆虫展示室では，昆虫のくら

しや生息環境が手に取るように分かるのが特徴です。特に，子どもたちに人気のある昆虫が，より身

近に感じられるように，また，図鑑などを使わなくても実物と見比べながら自分で名前が調べられる

ように工夫し，昆虫に親しんだり，生命の大切さに気づいたり，生き物と環境について興味や関心が

もてるよう工夫しています。 

特に，環境の変化に伴い絶滅が危惧されている種については，レッドマークを表示するなどの工夫

もしています。一方，近年の地球温暖化などによって，分布を広げ県内でもよく見られるように

なった昆虫も分かりやすく展示しています。 

今はよく見かける普通種の昆虫でも，いつ，いかなる事情で環境が変化して，それに適応できずに

激減するかも分かりません。このため今後は，さらに郷土の昆虫資料の充実に努め，常に実態をとら

え，郷土の環境保全と市民意識の高揚にも配慮していきたいと考えています。 

平成19年度 入館者数 20,193人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昆虫展示室で学習する子どもたち 

(5) こどもエコクラブ 

こどもエコクラブ事業は，環境を大切に思う心を育て，環境に対する人間の責任と役割を理解し，

環境保全活動に参加する態度および環境問題解決に役立つ能力が育成されることを目的として，平成

７年度から環境省が日本環境協会に委託し，将来を担う子ども達が主体的に行う環境学習および環境

保全に関する活動を支援する事業です。 

本市では，クラブの登録受付，キット配布等全国事務局との連絡を行っており，19年度の登録状況 

は次のとおりです。各々のクラブでは創意工夫ある自主的な活動のほか，全国事務局や市，民間企業

の主催による行事に参加しています。 
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登録クラブ数および会員数 

 高松市 香川県 全国 

クラブ数  ７ 15   4,088 

会員数 167 450 164,642 

（平成20年３月31日現在） 

登録状況 

ク ラ ブ 名 会員数 サポーター数 

シオン・エコサイエンスクラブ 10 ２ 

庵治生きもの自然グループ ８ ６ 

みなみっこ ３ １ 

さぬきこどもエコクラブ ４ ２ 

香西っ子クラブ（高松市立香西小学校） 100 ５ 

高松市立林小学校環境委員会 12 １ 

マイシアター中高生の会 Ｌ＆Ｐ 30 ４ 

（平成20年３月31日現在）    

 

第３節 環境保全活動 

 

１ 環境プラザ 

 高松市環境基本条例および高松市環境基本計画に基づき，環境に関する情報の提供ならびに環境学習

および環境負荷を低減させるための体験・実践活動の場として，また，環境の保全および創造について

市民の自発的な活動の支援・促進のための施設として，「高松市環境ステーション（仮称）」の整備を

検討するため，平成13年７月27日に，学識経験者，事業者，市民団体の代表者等による高松市環境ス

テーション（仮称）整備検討委員会を設置しました。その後，整備検討委員会で検討を重ね，高松市環

境ステーション（仮称）整備検討結果報告書が14年９月30日に提出されました。 

  報告書を受けて，だれもが親しみやすく集まりやすい市の中心部に近く，自転車や公共交通機関の便も

比較的良い，旧「高松市リサイクルプラザ（７年６月23日開設／西宝町一丁目13-30）」を整備拡充し，事

業の効果的な展開を図ることとなり，名称を「高松市環境プラザ」と変更して，15年10月11日にリニ

ューアルオープンしました。 

(1) 施設の概要 

所 在 地     高松市西宝町一丁目13番30号  TEL 087-861-6660  FAX 087-861-7600 

敷地面積 706㎡    建築面積 320㎡    延床面積 568㎡ 

構  造 鉄骨軽量気泡コンクリートパネル張 一部２階建 

総事業費 １億6,101万1,660円 

開館時間 10：00 ～ 18：00（土・日は17：00まで） 

休 館 日     月曜日，祝日，年末年始 

太陽光発電設備  効率向上追求型  容量10kW 

（15年度ＮＥＤＯ太陽光発電新技術等フィールドテスト事業採択） 
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(2) 事業内容 

事 業 名 事  業  内  容 

出 前 講 座 
学校，コミュニティセンター活動，環境関連イベント等への要望に応じて出

前教室を開催 

環境学習講座 環境問題全般の基本的知識の習得を目的とした講座を実施 

リサイクル教室 事前の申し込みにより，プラザ内での各種リサイクル教室を開催 

展示コーナー 
地球規模の環境問題からエコロジーな生活の知恵まで学べるパネルを展示 

粗大ごみ等の中から使用可能なものを展示 

情報コーナー 
環境に関する図書・ビデオ・ＤＶＤの閲覧・貸出，全国自治体の資料の閲

覧，パソコンを使った各種情報の検索など 

交流コーナー 環境ボランティア団体の取組および団体の紹介，情報交換交流の場を提供 

啓発コーナー 環境に関する各種研修会，環境学習講座，リサイクル工作教室等を実施 

不用品交換情報 

ボ ー ド 

譲りたい物や欲しい物の情報を登録，提供。情報はボードに掲示，パソコン

に登録するほか，「広報たかまつ」，市ホームページでも情報提供 

紙 す き 
事前の申し込みで，紙すきの体験指導。プラザ内での指導のほか，環境関連

イベントへの出展（出張指導も可） 

石 け ん 作 り 廃食油を原料に，石けん作りの体験指導（出張指導も可） 

  (3) 年度別利用状況 

年度 

区分 
H15 H16 H17 H18 H19 

来 館 者 数（人） 4,950  3,603  3,987  4,275  4,052  

１ 日 当 た り 来 館 者 数（人） 16  12  13  14  14  

図書・ビデオ貸出利用件数（件） ９  16  38  54  22  

不 用 品 交 換 登 録 件 数（件） 908  975  867  1,015  1,038  

出 前 講 座 件 数 56  51  45  77  63  

出 前 講 座 人 数 2,084  1,939  2,263  2,983  2,802  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松市環境プラザ 
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２ 南部クリーンセンター「エコホタル」利用者数(見学コースまたは学習室の利用者数) 

南部クリーンセンターの管理棟には，環境問題について学習できる「エコホタル」があります。一階

には紙すきや工作等を実際に体験できる「学習室」，二階には広く環境問題を学習できる展示ギャラ

リーがあり，体験を通して，楽しみながら学習できる施設です。また，見学コースは，職員の説明を受

けながら，ごみ処理施設，廃棄物再生利用施設などを見学し，実際のごみ処理方法の実情を知ってもら

います。 

                                  （単位：人） 

年 度 
施設 H15 H16 H17 H18 H19 

エコホタル 3,090 3,735 3,669 3,133 2,518 

※ 平成15年６月24日開館 

 

３ 衛生組合 

(1) 目的・組織 

地域住民によって自主的に組織されている衛生組合は，地域社会を住みよい快適な環境とするため，

生活環境の改善および環境美化運動の推進，環境および公衆衛生思想の普及向上等に関する自主的実

践活動を行っています。衛生組合の組織は，単位組合が地区ごとに地区衛生組合協議会を結成し，こ

れら地区衛生組合協議会が連合して，高松市衛生組合連合会を結成しています。 

加入世帯 → 単位衛生組合 → 地区衛生組合協議会 → 高松市衛生組合連合会 

120,427世帯 → 2,625組合 → 46地区  (平成20年４月１日現在) 

(2) 活動状況 

各地区衛生組合協議会等が中心となり，地区内の道路等の空き缶など散乱ごみの清掃を実施するク

リーン高松推進事業への助成のほか，次のような活動を行っています。 

ア 環境美化運動の推進 

イ クリーン高松推進事業の推進 

ウ ごみ減量運動等の推進 

エ ごみの正しい出し方の普及推進 

オ 環境衛生知識の向上等 

(3) 助成措置 

                               （平成19年度実績） 

区     分 金  額（円） 

衛生組合連合会運営補助金 3,034,225  

道路等散乱ごみ清掃事業等に対する補助金 13,120,450  

〃        傷害保険料 1,083,330  

その他 983,400  

合     計 18,221,405  

 

４ その他の活動 

(1) 石けん使用推進 

消費者団体の協力を得て，「暮らしをみなおす市民のつどい」等の啓発行事や廃食油収集事業にお

いて，石けんの適正使用についての啓発を行うなど，環境保全に対する市民の理解と協力が得られる
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よう努めました。 

(2) 廃食油収集事業 

水質汚染の防止を図るため，家庭用廃食油の収集を高松市消費者団体連絡協議会に委託し，廃食油

を持参した方に洗たく用石けんを提供するとともに，適正使用の啓発に努めました。 

収集場所  環境プラザ（その他，市内９地区の指定する場所にて実施） 

収 集 日  毎月10日（10日が土・日・月曜日および祝日のときは前後の平日に変更） 

収集時間  午前10時～正午 

平成19年度の収集状況 

 単位：ℓ  

月 H19.4 ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 H20.1 ２ ３ 計 

収集量 144 450 1,170 180 576 612 162 522 990 90 648 684 6,228 

 

(3) グリーンコンシューマー活動 

「環境にやさしい買い物推進協議会（グリーンコンシューマーかがわ）」に設立時から参加し，買

い物袋持参運動や環境に配慮した商品選択の推進などの啓発キャンペーンに参加しました。 

(4) 協働企画提案事業 

NPO グリーンコンシューマー高松との協働企画提案事業である「割りばし再生プロジェクト

“もったいないを形にします”―割りばしリサイクルから考える「３R」活動―」に協働して取り組み

ました。 

 

 

 

 

 

 

 


